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「
今
だ
か
ら
話
せ
る
東
海
道
新
幹
線
開
業
の
日
」

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
九
日
前
に
控
え
た
十
月
一
日
、
東
海
道
新
幹

線
が
開
業
し
ま
す
。
そ
の
日
、
一
番
列
車
を
運
転
し
た
大
石
和
太
郎
氏
（
９

２
）
の
今
だ
か
ら
話
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

当
時
、
新
幹
線
の
運
転
士
の
試
験
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
並
み
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
難
関
で
、
合
格
し
た
の
は
、
元
、
特
攻
隊
員
や
、
元
、
満
鉄
の
運
転
士
な

ど
一
癖
も
二
癖
も
あ
る
面
々
だ
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
、
世
界
初
、
時
速
２

０
０
キ
ロ
を
超
え
る
列
車
を
「
俺
達
で
い
っ
ち
ょ
や
っ
て
や
ろ
う
」
と
日
々
、

訓
練
に
励
ん
で
い
た
。

し
か
し
世
の
中
は
膨
大
な
建
設
費
な
ど
を
理
由
に
新
幹
線
建
設
に
は
逆
風

が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
も
多
く
の
若
い
職
員
が
「
新
幹
線
を
俺

た
ち
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、
東
京
五
輪
開
催
に
向
け
尽
力
。
そ
し
て
つ
い

に
一
九
六
四
年
十
月
一
日
、
東
京―
新
大
阪
間
の
開
業
と
な
る
。
そ
の
新
大

阪
発
上
り
一
番
列
車
「
ひ
か
り
２
号
」
の
運
転
士
に
抜
擢
さ
れ
た
の
が
大
石

和
太
郎
氏
と
関
亀
夫
氏
だ
っ
た
。

た
だ
そ
の
日
、
国
鉄
上
層
部
か
ら
二
人
に
下
さ
れ
た
速
度
は
「
１
６
０
キ

ロ
」
。
訓
練
期
間
が
短
い
事
が
理
由
だ
っ
た
。
常
に
２
１
０
キ
ロ
で
試
運
転

し
て
き
た
大
石
氏
は
悔
し
さ
を
押
え
き
れ
ず
、
あ
る
作
戦
を
試
み
る
。

十
月
一
日
、
午
前
六
時
ち
ょ
う
ど
、
ま
だ
薄
暗
い
新
大
阪
駅
ホ
ー
ム
に

「
夢
の
超
特
急
」
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
出
発
式

で
は
地
元
中
学
生
か
ら
何
故
か
〝
白
と
紫
の
菊
の
花
”
が
贈
呈
さ
れ
た
（
笑

泣
）
「
速
度
を
ウ
ン
と
落
と
し
て
時
間
を
調
整
し
、
回
復
運
転
で
ス
ピ
ー
ド

を
出
そ
う･

･
･

」
『
京
都
』
出
発
時
は
時
速
７
０
キ
ロ
で
わ
ざ
と
ゆ
っ
く
り

走
り
、
遅
れ
を
回
復
さ
せ
る
と
称
し
て
、
『
大
津
』
を
過
ぎ
た
あ
た
り
、
試

運
転
時
に
路
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
事
を
確
認
し
て
い
た
場
所
で
ア
ク
セ

ル
に
当
る
ノ
ッ
チ
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
手
に
力
を
込
め
た
。
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
車
に

設
置
さ
れ
た
速
度
計
は
「
１
６
０
キ
ロ
」
を
超
え
「
２
１
０
キ
ロ
」
を
指
す
。

速
度
計
を
見
守
っ
て
い
た
乗
客
は
世
紀
の
瞬
間
に
沸
き
立
っ
た
。
計
画
外
の

走
行
だ
っ
た
が
、
指
令
か
ら
問
い
た
だ
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
け
れ
ど
、
ゆ
っ
た
り
組
ま
れ
た
ダ
イ
ヤ
だ
っ
た
為
、
結
局
、
東
京
に
は

早
く
着
き
そ
う
に
な
り
、
時
間
を
合
わ
そ
う
と
最
後
は
徐
行
運
転
し
た
の
で
、

隣
を
走
る
在
来
線
の
山
手
線
に
新
幹
線
が
追
い
抜
か
れ
た
ん
で
す
。

（
笑
）
」
そ
し
て
続
け
て
こ
う
述
懐
す
る
の
で
す
。
「
け
れ
ど
心
は
晴
れ
や

か
で
し
た
。
ま
る
で
花
道
。
皆
が
夢
に
向
か
う
良
い
時
代
で
し
た
」

ほろ酔いのビール工場見学ツアー

パストラールシニア大学

令和７年度

仮題『耳、聞こえてますか?』

第５回

・日時：１０月２４日（金）１４時
講師

尼崎中央病院耳鼻咽喉科

医師 池畑 美樹 先生

今年度も多彩な講師をお迎えし、充実した内容でお

届けしています。講師陣からその受講姿勢を絶賛さ

れている皆さま。今年度も是非ご参加下さい。

＊毎回フロントにお申込み下さい。

＊当日は、学生証も忘れずに！

８月末、「アサヒビールミュージアム」の見学ツアーを

実施しました。昔の工場見学とは違い、企業のイメージ

アップを図るような演出がいたる所に散りばめられた

“魅せる”工場ツアーの１日をご紹介します。

当日、現地に着くと、早速ウインドウショッピングを

楽しむ皆さま。すでにアルコールが入ってるかのような

ハイテンション状態のまま、いよいよツアー開始。ピカ

ピカと美しい光を放つプロジェクションマッピングやＶ

Ｒ装置（アイマスク）を付ける事で立体的な映像が体験

できる会場をはじめ、椅子が振動したり白い霧が出てく

るなど最新機器を使った没入型体験ができる演出は、ま

さにテーマパークのアトラクション。ご入居者の皆さま

も大興奮！純粋に楽しまれる様子は、同じグループの一

般参加者の陰が薄くなるほどの圧倒的存在感！（デート

中の皆さんお許しを・・・） そしていよいよお目当て

の試飲体験会場へ。「記憶に残る最高の一杯」というア

サヒビールのコンセプトの下、お好きな銘柄のビール等

が試飲可能。専門スタッフからサーブされるビールは、

驚くほど美味しく、皆さまそれぞれお好みの銘柄をチョ

イス。最高の状態で提供されるビールって、こんなにも

美味しいんだと感動！「2杯しかダメ？」「もっと時間

欲しいな～」など上機嫌でビールを堪能する皆さま。頬

は桜色、目じりは下がりっぱなし。箸が転げても大笑い。

帰りの車中もご想像どおりの賑やかさ。とまぁ、とにか

く楽しいツアーでした。笑

高齢者の聴力低下は、認知症のリ

スクなど様々な影響があると言わ

れています。今回、しっかり

「耳」の事を学んでみませんか？


